






















































































































































































【項目．i イオン　’ 2）． ．（金60題
．．学習モード】 。7かり問13構．濃習レた・題． 師・
匡正解数】 ．匠爾　一一
圏一一86鶉【所用臼8 ．3分＋α
；一問 27少
　　　　　　　　　　　　　　プリント
【理解していない問題のリストコ
匡臨1．SN1．炭素陽イオン．
・pl
薬学部に．おけるCAI．皿　35
4．今後の課題
　CAIプログラムは，そのアルゴリズムとともに提示され．る設問とその解説．の質によって評価さ
れる。的確な問題とわかりやすい解説の作成を心がけて内容の吟味は継続していかな．．ければならな
いと思っている。今回のプログラムは，教室での講義に平行したコンピュータ演習という方針に基．
ついて作成した。そのため．t内容は章で分類した問題の演習のみとなっている。さらに進化させた
ものとして，これらの問題群．を細かく単元（Unit）こ’とに分類し，各単元の解説を理解した後，
設問をこなしていく．と：いう学習方法を検討している。その解説の例として反応機構などのアニメー
ション（動画）を使ったものなどを予定している。（SN2反応アニメーション画面7）
1，MMzaI
　SN2　Reaction
　　H白塗
H
療…
H
．●S戒反応の特徴
．1・）求核試薬（OHうは、脱離基（CDの反対側から炭素原子に接近する。
・2）遷移状態を形成して進行する。
3）．置換反応の進行は、立体配置の反転を伴う。〈IWalderv反転〉
己蝕」遡⊥盤」
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